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 特定非営利活動法人　大学コンソーシアム大阪

 地域連携部会

　本フォーラムは、会員大学の学生が地域と関わりながら取り組む研究活動やフィールドワーク、

ボランティア活動等の内容について発表し交流することを目的に年に一度開催しています。この

ような発表交流会を通じて、学生の地域連携に取り組む意識の高揚や自己点検を促進するととも

に、地域との連携を行ううえでの配慮ポイントやノウハウを会員大学や自治体関係者等で共有し、

会員大学の地域連携活動を醸成する機会としています。

　 3回目を迎える今回は、学生による主体的なフォーラムへの関わりを目指し、企画段階より有

志学生がカフェ・ミーティングの場で様々な意見を出し合い、その実現へと繋げました。

　また、発表については、会員42大学に公募し、エントリーのあった 6大学 9事業全てに発表し

ていただきました。当日は学生による司会進行のもと、多方面におよぶ研究活動やフィールドワー

ク等について発表があり、学生同士による活発な意見交換と委員による講評が行われました。発

表を通じて、大学の特性や地域固有の事情を踏まえたユニークな「地域連携」が体現されている

ことを互いに理解し、それを自らの活動に応用、工夫することにより、より実のある地域連携活

動への展開に繋げる契機となりました。

　本事業は次年度以降も継続的に開催することとしています。そして、発表された内容を大学コ

ンソーシアム大阪のホームページ等で公開するなどして学生が取り組む地域連携活動を集約した

データベースを構築し、広く共有、活用するとともに、情報発信に繋げたいと考えます。

　この報告集は、 9事業の発表を取りまとめたものであり、会員大学や関係各位の地域連携活動

にお役立ていただければ幸いです。なお、発表交流会開催に際しまして、ご協力いただいた関係

各位におかれましては、この場をお借りして心より御礼申し上げます。

 平成28（2016）年12月

巻 頭 言
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地域連携　学生フォーラム　in 大阪　2016
次　第

◆日　時：2016（平成28）年10月16日（日）13：00～16：30
　　　　　　　　　　　　 （交流茶話会：16：30～17：30）
◆場　所：大阪国際交流センター　 2階　さくら東

時間 内容
13：00～13：00 開会挨拶・趣旨説明・推進委員　紹介

13：10～13：30

泉佐野市の訪日外国人誘客促進のための取り組み
―犬鳴山地区及び犬鳴温泉のAR（オーギュメンティッド・リアリティー）マー
カーをいれたMAP作り―
大阪観光大学　観光学部（泉佐野市・犬鳴山地区）

13：30～13：50 関西大学と池田市との連携協定に基づいた商店街活性化・にぎわい創出事業
関西大学・関西学院大学　有志学生（池田市）

13：50～14：10 体験学習法を基盤にした地域連携活動　KU cafe at 扇ヶ浜ビーチ
関西大学　人間健康学部（和歌山県田辺市）

14：10～14：30 地域がつながる場づくり
近畿大学　総合社会学部（八尾市）

14：30～14：40 休　憩

14：40～15：00 泉州RUSHプロジェクト＆熊取町連携　～地域プロモーションバスツアー事業～
大阪観光大学　観光学部（泉南郡熊取町）

15：00～15：20 大阪環状線改造プロジェクト　「桃谷アートミュージアム」
大阪成蹊大学　芸術学部（大阪市天王寺区・JR西日本「桃谷駅」）

15：20～15：40 地域のコミュニティー拠点における大学生の地域参加
近畿大学　大学院　総合文化研究科（文化・社会学）（東大阪市）

15：40～16：00 河内木綿プロジェクト
大阪経済法科大学　経済学部（八尾市）

16：00～16：20 大阪国際大学×京阪百貨店　開業30周年記念コラボ商品開発
大阪国際大学　グローバルビジネス学部（守口市・京阪百貨店）

16：20～16：30 講評・閉会挨拶

【大学コンソーシアム大阪　地域連携部会　推進委員】
　委員長　 久　　隆浩（近畿大学　総合社会学部　教授）
　委　員　 山本　章雄（大阪府立大学　地域連携研究機構　生涯教育センター長）
　委　員　 尾山　　廣（摂南大学　理工学部　教授・地域連携センター　センター長）
　委　員　 吉岡眞知子（東大阪大学　学長代行・副学長）
【大学コンソーシアム大阪　事務局】
　地域連携コーディネーター　中川　邦彦

 主催：特定非営利活動法人　大学コンソーシアム大阪
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各大学の発表

発表①

テーマ名
泉佐野市の訪日外国人誘客促進のための取り組み―犬鳴山地区及び犬鳴温泉のＡＲ

（オーギュメンティッド・リアリティー）マーカーをいれたＭＡＰ作り―

連　携　先 連携：真生印刷株式会社、協力：泉佐野市、犬鳴山七宝龍寺、旅館組合

本事業に関する
問い合わせ 担当者：辻元　千春

TEL：080‒6141‒6577
メール：c-tsujimoto@tourism.ac.jp

活動の概要

≪添付ファイル参照≫

　私たちがこのマップを作るきっかけの一つは私たちのゼミである。辻本ゼミに産
学連携の提案があり、泉佐野の観光復興につなげるために真生印刷株式会社さんと
泉佐野市役所の方に協力・指導を受け大阪観光大学辻本ゼミで地域マッププロジェ
クトが始動した。
　プロジェクトの目的として関空の対岸にあり、大学がある泉佐野市は地域資源が
多いにもかかわらず観光客数が伸びていないことから、泉佐野市の観光の課題と現
状を把握し、観光推進の一助となるマップ作りを目指した。

これまでの
活動実績 3 年生ゼミとしての活動のため今年からスタートとしている。
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

　提携先の印刷会社訪問から始まり、印刷やメディアに関する
座学を通してマップについて学び、泉佐野市の観光の状況につ
いて産業や生活の視点から学んだ。
　その後、旅館組合のヒアリングやフィールドワーク、滝修行
の動画撮影等を行い10 月の完成を目指している。
　その合間を縫って、いろいろな観光の視点から地域を見直す
ということで、熊取町の産業観光としての京大原子炉実験所視
察、関空旅博視察、ピーチアビエーション訪問などを行った。
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プロジェクトに参加している学生のリスト

川本海斗※　※リーダー
崎須賀祐弥
仲道由花子
谷津田樹
窪川友紀
程　喆

　瑶

活動の成果

現在、ARマーカーを印刷した地図を作成中で、10月中旬には完成予定である。

研究事業に対する地域からの評価

評価はこれからであるが地域の協力は得ており、地元でいろいろな形でプロジェクトを発表してい
くことを考えている。
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発表②

テーマ名 関西大学と池田市との連携協定に基づいた商店街活性化・にぎわい創出事業

連　携　先 池田栄町商店街振興組合・池田市役所

本事業に関する
問い合わせ 担当者：池田市役所地域活性課

TEL：
メール：

活動の概要

関関（かんかん）COLORS（カラーズ）は池田市の活性化、池田市栄町商店街の活
性化を目指す学生団体です。関西大学と関西学院大学の学生が「池田市の魅力をた
くさんの方々に知ってほしい、そして池田市に訪れてほしい。」という想いをモッ
トーに様々な活動に挑戦しています。具体的には現在 3 つの事業を行っていまし
て、①子ども預かり事業では毎週水曜日の夕方から学童保育を、また②空き店舗活
用事業では平日の日中に関関（かんかん）COLORS（カラーズ）店舗を地域のコミ
ュニティスペースとしてリトミック、いっ福サロンなど様々な教室の開催を行って
おります。そして③イベント事業では季節ごとのお祭りを主催したり、地域のイベ
ントにスタッフとして参加したりすることで池田が盛り上がるよう日々活動を行っ
ています。

これまでの
活動実績

毎週の学童保育に加え、活動開始以来毎年商店街にて季節ごとのイベントを開催し
ています。2013年には池田市名産の池田炭と、池田発祥の日清チキンラーメンを使
ったご当地バーガー《池炭バーガー》を商店街のパン屋と共同開発し、現在に至る
まで販売を続けています。こちらのバーガーは2015年10月に行われた【全国ご当地
バーガーフェスタ】にも大阪府池田市代表として参加し、府外において池田市を
PRしてきました。また他にも池田の方々とのつながりを活かした、市民コラボイ
ベントの開催も行っており、2015年10月には【ハロウィンイベント】を子育て情報
誌『ママトリエ』との共催で実施いたしました。
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

4 月～ さくらチキチキパーティー　ボランティアスタッフとして参加
大阪池田チキチキ探検隊実行委員会会議に参加

5 月～ 子ども預かりサービス　新一年生イベント
わんぱく相撲にてカラーズPR

6 月～ 商店街×関関COLORS懇親会開催
大学コンソーシアム大阪カフェミーティング参加
井戸端会議にてカラーズPR
6 周年イベント開催
・ガラポン抽選会、サイコロゲーム・職業体験イベント（キッ
ズネーション）・特設ステージ・池炭バーガー販売

7 月～ 大阪大学松村ゼミ「阪大坂流しそうめん」参加
石橋阪大と懇親会
池田市役所にて事業報告会
池田JC公開定例会に参加
石橋祭り

8 月～ 織姫コンテスト
夏まつり開催
・ビンゴ大会・特設ステージ・縁日・ゲーム企画（氷中宝探し、
けんけんぱ）・池炭バーガー販売・弘前ねぷた運行
大阪池田チキチキ探検隊実行委員会　会議に参加

9 月～ 秋加入メンバーリクルート開始
JC大綱引き
いけおん
・池炭バーガー＆カラーズブレンドコーヒー販売・音楽LIVE

10月～ 大学コンソーシアム大阪にて活動発表

11月～ チキチキグルメフェス
農業祭

12月～ 冬まつり（内容未定）

1 月～ 代替わり
新体制へ移行
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プロジェクトに参加している学生

上撫敦、小藤陽紀、柴綾香、嶋崎亨、下元朗、杉本郁也、瀧上依里、中井千理乃、中谷茉緒、中村
亮太、中元航平、村田明里、渡邉千尋

活動の成果

池田市を告知するツールとしての池炭バーガーの開発や、各イベントへの地元高校生ボランティア
参加による商店街関係者の若年化の推進など。

研究事業に対する地域からの評価

大学生ならではの人脈を活かしたイベント運営や、アイデアも体力も必要な学童保育運営など、学
生にしかできない活動をしてくれて助かっている。（商店街振興組合　理事長より）
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発表③

テーマ名 体験学習法を基盤にした地域連携活動　KU cafe at 扇ヶ浜ビーチ

連　携　先
堺エコロジー大学、堺市環境共生課、田辺市観光課、田辺市本宮行政局、田辺市森
林局、田辺市熊野ツーリズムビューロー、NPO法人熊野本宮

本事業に関する
問い合わせ 担当者：大原　京

TEL：080-8308-4184
メール：k860979@kansai-u.ac.jp

活動の概要

関西大学人間健康学部安田忠典准教授が担当する私たちのゼミ（ 3 年次「専門演
習」4 年次「卒業演習」、本年度はそれぞれ15名、23名が所属）の研究テーマは「体
験学習」。これまで、キャンパスが所在する堺市とその友好都市である和歌山県田
辺市との 3 者連携による「熊野本宮子どもエコツアー」をはじめ、国交省の補助を
受けた環境活動「水辺の楽校」、堺市臨海整備課との協力による「堺浜ふれあいビー
チ活性化計画」、田辺市観光振興課とタイアップしての「田辺祭り」への参加等、
様々な地域連携活動に携わってきた。
　こうした活動は、大学や自治体間の関係強化にも一役買っていて、2014年 5 月に
は堺市と田辺市が友好都市提携を、そして今年 1 月には関西大学と田辺市が、過疎
地域での地域貢献活動と森林保全活動を通して学生の教育効果を高めようと「大学
のふるさと」「企業の森」という 2 つの協定を締結した。
　この田辺市との協定の具体的な活動として、私たちのゼミが同市観光振興課との
連携で 7 月15日から 8 月15日までの 1 カ月間、同市の扇ヶ浜海水浴場で海の家「KU 
cafe at 扇ヶ浜ビーチ」を運営した。店舗のレイアウト、メニュー、仕入れ、売り
上げの管理等、すべて学生が行い、期間中に 3 つの地域のお祭りにも参加した。
　売上や動員数等の具体的な数字については発表時に提示するが、そうした短期的
な成果以上に地域の関係者から高い評価をいただいたのは、私たちが参画すること
によって多くの方が「楽しい」と感じてくださったことに対してであった。
　私たちのゼミの最大の特徴は、日ごろからアドベンチャープログラム（AP）と
呼ばれる体験学習法によるトレーニングを通して「場つくり」を意識している点で
ある。昨年度の年間活動日数はのべ100日。家族のような固い絆で結ばれたメンバー
による30日間の長期合宿を伴った海の家の経営は、何よりも私たち自身に多くの学
びをもたらしてくれた。

これまでの
活動実績

人間健康学部が所在する堺市とその友好都市である和歌山県田辺市との 3 者連携に
よる体験型の次世代環境教育プログラム「熊野本宮子どもエコツアー」を学部 1 期
生から 5 年間にわたって企画・運営。このツアーは堺市・田辺市・関西大学の三者
連携を象徴する事業となっている。また、国交省の補助を受けた市民による環境活
動「楽しいんやさかい大和川水辺の楽校」についても 1 期生から継続的に参画して
いる。さらに堺市臨海整備課との協力による「堺浜ふれあいビーチ活性化計画」、
田辺市観光振興課とタイアップしての「田辺祭り」への参加等、様々な地域連携活
動に携わってきた。こうした活動は大学や自治体間の関係強化にも貢献、2014年 5
月に堺市と田辺市が友好都市提携を、今年 1 月には関西大学と田辺市が「大学のふ
るさと」「企業の森」という 2 つの協定を締結。この田辺市との協定の具体的な活
動として 7 月15日から 8 月15日までの 1 カ月間、同市の扇ヶ浜海水浴場で海の家

「KU cafe at 扇ヶ浜ビーチ」を運営した。
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

5 / 3 - 4 AP講習（リーダー育成）

5 / 5 水辺の楽校

5 / 6 熊野本宮　田植え

5 /17-18 扇ヶ浜　下見

5 /25 AP講習（リーダー育成）

6 /28 AP講習（リーダー育成）

7 / 4 扇ヶ浜　下見

7 /15- 8 /15 海の家　経営

7 /24-25 田辺祭り

8 / 6 エコツアー事前説明会

8 / 8 田辺やーやー祭り

8 /10 熊野本宮　下見

8 /25-28 エコツアー
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プロジェクトに参加している学生のリスト

秋山佳澄、足立亜由美、新井紳吾、泉芽依、上村翔也、大谷璃央、大原京、尾崎菜穂、帯山桜、川
原昂、岸本昇馬、木原加南子、小林真希、古村由里香、設楽幸矢、住徳沙弥香、高瀬佳廉、瀧川充
紀、竹本壮志、田中涼真、堂岡央丞、中井貴之、中西咲菜、中村亜弥、西田拓司、西塚和貴、野村
舞子、服部豪太、日野正嗣、福戸山智明、藤井貫太郎、古川泰蔵、松田拓也、宮川里菜、本橋裕貴、
安田拓真、山本あかね、矢本桜子

活動の成果

　堺エコロジー大学との協力で実施している「熊野本宮子どもエコツアー」は、受け入れ先である
田辺市と堺市の自治体間連携を促進し、2014年 5 月に両市は友好都市提携に調印、本事業はそれを
主張する活動として高い評価を得ている。本年度で 5 回目を数え、参加者数も安定的に推移してい
る。本ツアーは堺市の小学生30名と関西大学学生約30名が熊野本宮で 3 泊 4 日間のキャンプを実施
するというもので、前後のプレ・アフターキャンプも含めて教育効果が高く、毎年定員を超える応
募がある。
　また、田辺市との長年にわたる協力関係は、さらなる事業拡大に向けて本年 1 月に「大学のふる
さと」「企業の森」という 2 つの協定締結へと発展した。そして、本年度は同市観光協会との連携の
下で、同市扇ヶ浜海水浴場で海の家「KU cafe at 扇ヶ浜ビーチ」を営業、地域の活性化に一役買わ
せていただいた。正確な集計は途上であるが、前年度比1.5倍程度の売り上げを計上、期間中 3 つの
地域のお祭りにも参加、SNS等を活用した学生のネットワークによる情報拡散は、これまで届かな
かった客層へアピールできたと高い評価を得ている。

研究事業に対する地域からの評価

　各事業の企画や準備のため学生が頻繁に現地を訪れることから、地域との密着性の高さが特徴で、
現在も卒業生である大学院生が本宮地区に居住しながら研究を進めている。
　体験学習法を通して「場つくり」を学んだ学生が事業を進めるという他に例のないスタイルは、そ
の手法や成果のすべてがまだ研究途上であり、その総合的な研究には地域の人的、社会的、文化的、
歴史的な資源がすべて関連している。地域の方々にはそうした研究について十分な理解と協力を得
ており、何よりも非常に強い信頼関係で結ばれている。当然ではあるが、それゆえこうした挑戦的
な研究活動が成り立っているのである。この事実が、地域からの評価を明確に示しているといえよ
う。
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発表④

テーマ名 地域がつながる場づくり

連　携　先

本事業に関する
問い合わせ 担当者：松田　莉奈

TEL：080-5105-6939
メール：rinamatsuda0411@gmail.com

活動の概要

　大阪府八尾市を活動の拠点とし、八尾市の自然環境、文化、歴史、教育、行政、
産業、など「八尾のまち」に関わる様々な人達をつなげ、イベントや場づくり、情
報発信を行う事などを通じて、「八尾ってこんなところええなぁ、すきやなぁ、お
もしろいなぁ」という気持ちを八尾に関わる多くの人に訴えかけ、八尾への愛着、
つながりをさらに深めることを目指し活動している。

＜プロジェクト＞
　いきいき八尾環境フェスティバル

　「環境アニメイティッドやお」主催で毎年10月下旬に開催されるイベント。八
尾の自然環境や文化、歴史など様々な「環境」を八尾市民の方に楽しみながら学
んでいただくことを目的に、八尾で活動する様々な団体さんや企業さん、行政や
学校の先生方が協力し、実行委員会を組織して企画・運営を行っている。「はち
のじ」はそのメンバーの一員である。

以上の、フェスティバルを運営・準備をするにあたり、「はちのじ」には 5 つのチー
ムに分かれて活動している。

①企画
　フェスティバルの企画をしていく。環境問題、八尾のまちの魅力に特化した、八
尾だからできる企画を、環境活動をしている地域の皆さんとともに企画をつくりあ
げる。
②渉外
　フェスティバルの協賛を八尾の企業にお願いをする。ただ、協賛を求めるのでは
なく、フェスティバルでの企業のアピールも考える。
③ライター
　はちのじ活動情報、フェスティバルの情報、八尾の情報をSNSなどで発信して
いく。八尾の魅力に実際に触れ、発信していき、多くの人に八尾に興味を持っても
らう。
④デザイン
　フェスティバルのパンフレット・ポスターの制作を行う。八尾の特徴をとらえた
モチーフで、オリジナリティを目指す。
⑤マネジメント
　フェスティバルの物品や人員などの管理し、運営を支える。

フェスティバルの運営、イベント当日、この両方で様々なつながりが生まれる場と
なっている。

これまでの
活動実績

昨年2015年度のいきいき八尾環境フェスティバルの報告書をPDFで添付させてい
ただきます。
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

1 月～ 4 月 2016年度の活動の準備
　いきいき八尾環境フェスティバルの運営
2015年度から2016年度への引継ぎ
新メンバーの募集
代表・副代表決め
団体理念の考案
他団体との交流・イベントの参加
2015年度協賛企業へのお礼訪問

5 月～10月中旬 いきいき八尾環境フェスティバル準備
　運営準備
　渉外活動
　企画内容考案
　パンフレット・ポスター作製
　など

10月23日 いきいき八尾環境フェスティバル

11月～12月 2016年度のフェスティバルの反省
報告書作成

年間 週一回の学生でのミーティング
月一回の八尾市アニメイティッド八尾八尾の会員を交えた実行
委員会
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プロジェクトに参加している学生のリスト

会田架　浅井果穂（大阪樟蔭女子大学）　足立哲　粟野広大　大内涼加　大城琴絵　小副川楓　生田
華菜　岩本崇志　上山華凛　九谷田生太朗（経済学部）　久保遥菜　熊谷優香（大阪教育大学）　坂
倉珠里　鈴木貴彦　高田彩子　谷口亮大　土居和真　中屋敷萌香　成澤広加　東森啓　松田莉奈　
丸岡梧朗　安田守一郎　矢野裕子　山下比呂

以上、括弧記載のない学生は、近畿大学総合社会学部に所属する。

活動の成果

・渉外の活動にて
新規企業さんに企業に電話する時、フェスティバルの存在をすでに知っている企業が増えた。

→大人の方たちとのつながりや企業間でのつながりを積極的に取り込んで活動してきた成果が見え
た。

・近大の学部内ではちのじの団体の存在を、知っている人が増えた。
→大学内での広報を地道に続けた成果が見えた。
→はちのじを通して、八尾を知ってもらえる機会が増えたといえる。

研究事業に対する地域からの評価

行き来八尾環境フェスティバルに関して昨年のアンケート評価を添付させていただきます。

また、地域の人の声として、以下のような感想をいただきました。

八尾市外に住む方
一日のフェスティバルを通して、各活動の取り組みや、八尾がどのような街なのかを楽しく知るこ
とができた。楽しかったので、是非来年も参加したい。

→以上の感想から、八尾に住んでいない方にも、実家里と八尾の魅力が伝わっていた結果このよう
な感想をいただけたのではないかと考える。
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発表⑤

テーマ名 泉州RUSHプロジェクト&熊取町連携―地域プロモーションバスツアー事業―

連　携　先 泉南郡熊取町

本事業に関する
問い合わせ 担当者：橋本佳恵

TEL：072-453-8222
メール：

活動の概要

　大阪観光大学泉州RUSHプロジェクトは、2008年より、学生視点での地域魅力
の発見と発信、また、観光交流を通した地域振興活動に取り組んでいる。
　2011年度からは大学が立地する泉南郡熊取町と連携し、大学と町との協働事業の
一環として、地域交流イベントや着地型ツアーを企画・実施している。
　2016年度前期における主な活動は以下の通り。
・  熊取町への移住促進をめざす着地型ツアー「親子の夏休み in くまとり2016」の

企画・実施
・町内交流イベント「大人の社会見学」の企画・実施
・学生と地域住民がともに地域について学ぶ「泉州観光学講座」の運営補助
・その他
　今年度後期においては、農業祭やイルミネーションイベントなど地域で開催され
る事業に参加予定で、農業祭にぎわい創造会議委員、イルミネーションナイト実行
委員として町の会議にも参加している。

これまでの
活動実績

活動概要
・着地型ツアー「味わい泉州―熊取旬の旅」企画・実施（2011～2015）
・着地型ツアー「親子の夏休み in くまとり」企画・実施（2016）
・地域交流イベント「五感で楽しもう」企画・実施（2012～2014）
・地域交流イベント「大人の社会見学」企画・実施（2015～）
・「泉州観光学講座」運営補助（2009～）
・熊取ふれあい農業祭協力（2012～）
・くまとりイルミネーションナイト運営協力（2014～）
・活動発表（大阪観光大学大学祭にて）（2011～）
・  泉州プロモーション実行委員会バス部会「泉州満喫バスツアー」協力（2009～

2010）
・地場産品を使ったレシピ開発
・地元酒蔵の日本酒ラベル
・講演活動・生涯教育協力
・地域でのボランティア活動　など
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

2016年度
4 月～ 7 月 正課として開講されている「地域連携・泉州観光学講座」の運

営補助。
期間中の土曜に 2 回実施されたフィールドワークでは、企画と
運営支援にあたる。

6 月 地域住民を対象とする交流イベント「大人の社会見学」を実施
した。

7 月 地域外に向けた着地型ツアー「親子の夏休み inくまとり」を実
施した。従来は地域魅力発信を主目的として実施してきた（2011
～2015）が、今年度は、ファミリー世帯の移住促進を主たる目
的として、企画・集客を図り、実施した。

10月 本学大学祭において、活動発表

12月初旬 第 5 回熊取ふれあい農業祭参加（野菜収穫体験ツアー補助、大
学ブース出展等）（農業祭にぎわい創造会議委員）

12月下旬 第 3 回くまとりイルミネーションナイト（イルミネーション作
品出展）（実行委員会委員）

通年 ・  地場産品を使ったスイーツのレシピ開発・調理実習（全国学
校調理師連合会と連携）

・地域の環境保全に向けたボランティア活動　など
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プロジェクトに参加している学生のリスト

有馬　知佳
仁科　優
柳澤　詠美
ポー　ピュイン　ピューチョー
ミン　タンダー　ウー
ジョン　ミン　ツー
八木　大貴
澤　誠人
西岡　敬馬
沼田　康介
白井　将
根岸　新一郎

活動の成果

　自分達自身が過ごしている地域について知ることができた。地域の皆さんとかかわることで、世
界が広がった。
　また、各イベントではアンケートを実施しているが、活動については概ね好意的に評価していた
だいていると思う。

研究事業に対する地域からの評価

　協働の町担当者からは、様ざまなアドバイスや支援をいただいている。協働事業実施にあたって
は、前年度に企画提案とプレゼンテーション審査を受けて採択に至るが、2011 年度から継続実施で
きていることから一定の評価をいただいていると考えている。
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発表⑥

テーマ名 大阪環状線改造プロジェクト「桃谷アートミュージアム」

連　携　先
西日本旅客鉄道株式会社
近畿統括本部　企画課　大阪環状線改造プロジェクト

本事業に関する
問い合わせ

大阪成蹊大学・大阪成蹊短期大学
教育研究支援センター
担当者：吉井俊介

TEL：06-6829-2630
メール：kyoshi@osaka-seikei.ac.jp

活動の概要

大阪成蹊大学芸術学部ビジュアルデザインコースでは、企業の課題を解決する「課
題解決型デザイン学修」を 2 年後期に授業として配置しています。今回、西日本旅
客鉄道株式会社（略：JR西日本）『大阪環状線改造プロジェクト』が進める桃谷駅
改良のコンセプトと、本学園の建学の理念が「桃李成蹊」であることをきっかけ
に、産学連携事業を行なってきました。
学生が 8 グループに分かれ、桃谷駅の工事用仮囲いを活用した「桃谷の魅力を伝え
る」ポスターを企画しました。オリエンテーションから、駅周辺や商店街などでの
調査・取材、2 回のプレゼンテーションを経て、最終的に 3 グループの案が採用と
なりました。ポスター企画という課題でしたが、「桃谷の魅力を伝える」というテー
マから、単発のポスターデザインでなく、テーマ性のある連続企画や、WEB、SNS
を活用した展開などの提案までを行い、JR西日本の担当の方々から高い評価をい
ただきました。採用された 3 グループのポスターの展示は、桃谷駅工事用仮囲い
アート企画「桃谷アートミュージアム」として、桃の節句である平成28年 3 月 3 日

（木）より行われました。

これまでの
活動実績

発表学生のこれまでの活動実績
（芸術学部情報デザイン学科ビジュアルデザインコース）
○東淀川区：東淀川アートレンタル・プロジェクト　平成26年 6 月～平成27年 9 月
　【産学連携プロジェクト】
○大阪土産「わいわいカルタ」　【産学連携プロジェクト】
○「広報いけだ」の取材、デザイン
○大阪市東淀区地域連携PBL「大阪市東淀川区の社会的課題を考える」
○企業連携PBL（タビオ株式会社、株式会社せのや、株式会社カワキタ）
○企業連携PBL（西日本旅客鉄道株式会社、独立法人UR都市機構）
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

平成27年
10月 6 日 オリエンテーション

10月13日 現地調査

11月11日 中間プレゼンテーション

12月 1 日 最終プレゼンテーション

12月15日 優秀 3 作品決定

平成28年
3 月 3 日 桃谷駅　仮囲い「桃谷アートミュージアム」開催

感謝状授与式および桃の花のサンプリング
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プロジェクトに参加している学生のリスト

安部　美里 倉園ぴあの 松原　広実
生田　晋大 小鷹はるな 水藤　美菜
上田　一希 小谷奈都未 宮本　彩花
王　　昊麟 坂口　　茜 宮本　音々
大前　美遥 忍田　夏菜 村井　昌子
岡田　梨里 新宅　由真 山﨑菜々実
小田　樹那 須川　優希 結城　美悠
木村　光希 長滝　純平 由良　　茜
久保　文乃 成本　　想 吉井　莉恵

張場沙有梨 李　　安琪
平出友理菜 寺下風治郎

活動の成果

初日の 3 月 3 日（木）には、オープニングイベントが開催され、ＪＲ西日本より学生たちに感謝状
と記念品が授与されました。授与式の終了後には、学生たちは桃谷駅前商店街キャラクター「もも
たん」とともに、「桃の節句」にちなみ、桃谷駅ご利用のお客様に、桃谷駅シンボルフラワーである
桃の花（切り枝）を配布しました。
駅をご利用のお客様は、ポスターの掲出により、いつもとは違った駅構内をゆっくりと眺め、学生
たちの制作したポスターを興味深く観覧していました。企業との連携により実社会に根ざした実の
ある学びが獲得できました。

研究事業に対する地域からの評価

桃谷商店街「大阪環状線改造プロジェクト」
JR西日本と大阪成蹊大学芸術学部の学生とのコラボ企画「桃谷アートミュージアム」桃谷の魅力を
伝えるポスターを工事用仮囲いに展示する企画。そのポスターは最大 9 メートル地域で働く人や桃
谷駅の商店街の人も出演しています。ポスターお披露目式典を 3 月 3 日桃の節句駅前商店街のゆる
キャラ「ももたん」 4 歳誕生記念とし商店街スタッフも一緒にみんなで”桃の花”を300本お配りし
ました。
駅・大学・まちがつながる素敵な一日となりました。ありがとうございました！
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発表⑦

テーマ名 地域のコミュニティー拠点における大学生の地域参加

連　携　先 東大阪市のＧ地域（市域をA-Gの 7 地域に区分）

本事業に関する
問い合わせ

担当者：  近江堂リージョンセンター運営
委員会

TEL：06-6730-0840
メール：cpdre306@hct.zaq.ne.jp

活動の概要

　東大阪市内に 7 ヶ所ある地域のコミュニティー拠点である「近江堂リージョンセ
ンター」で、リージョンセンターを利用する活動団体や小中学生との交流事業をお
こなっている。
　地域と大学の交流のための場として、リージョンセンターの企画運営をしている
企画運営委員と大学生の話し合いの場「いどばた会議」を設けている。
　「いどばた会議」では、自分たちの活動している地域が「こんな“まち”になっ
てほしい」や「あんな“まち”にしてみたい」など、いろいろな立場の主体者から
の自由な意見交換をしながら、リージョンセンターで開催する年中行事の内容を話
し合ったり、地域の特徴を再発見し、課題を解決するためのフィールドワークをお
こなったりしている。
　次項の【年間行事計画】にある07月「はすの広場七夕まつり」や10月「はすの広
場フェスタ」では、両行事ともに、大学のサークル・部活団体の学生に地域の子ど
もを対象にしたブース出展を依頼し、「はすの広場七夕まつり」では、昔遊びや手
作り自然工作、縁日コーナーを、「はすの広場フェスタ」では、出店部門では屋台
で食品販売をおこない、出演部門ではサークル・部活団体の学生が舞台発表をおこ
なっている。
　なお、東大阪市には 4 つの大学・短期大学（近畿大学・大阪商業大学・大阪樟蔭
女子大学・東大阪短期大学）があり、本市と各大学・短期大学は行政と大学がとも
に発展することを目的として「東大阪市大学連絡協議会」を平成 8 年に設立し、連
携をすすめてきた経緯がある。そのため、当リージョンセンターが地域と大学の交
流のための場になるよう継続的に地域活動を推奨していきたい。

＊リージョンセンターとは、地域の特性を生かした個性豊かなまちづくりを推進す
るため、市と市民が協働しておこなう事業等を企画・立案・運営している施設であ
る。（HPより）以下の写真が「近江堂リージョンセンター」である。
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＊「いどばた会議」は、開催日時：毎月第三月曜日午後18時～、開催場所：近江堂
リージョンセンター（〒577-0817東大阪市近江堂 3 -12-15）で実施している。以下
の写真が「いどばた会議」のようすである。

プロジェクトに参加している学生

近畿大学総合社会学部　岡田　智博
近畿大学理工学部　松本　達志
近畿大学建築学部建築研究会メンバー
近畿大学サークル・部活動団体、OB・OGの方々
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これまでの
活動実績

　次項の【年間行事計画】以外に、地域と大学の交流を目的とした取り組みとして
は、これまでに下記にある①・②の取り組みをさせていただいた。

①大学の一般開放日に近隣住民（近畿大学周辺の）を対象に大学構内を案内させて
いただいた。「近畿大学キャンパスツアー」と題して、講義棟・研究棟をはじめ、
図書館・体育館・記念会館などの建物を見学した後、食堂で軽食しながら、その日
の大学案内の感想と大学や大学生との思い出話を話していただいた。

②大学周辺の教育・医療施設へ出向き、大学のサークル・部活団体の見世物をゲス
ト発表という名目で披露させていただいた。お互いの主張（開催場所・日時や発表
内容）の調整役をわたしたち研究室の学生がおこない、当日の発表をサークル・部
活団体に所属する学生がおこなった。
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

【年間行事計画（28年度）】の場合

教室・行事名 開催日時

将棋教室 第 1 ・ 3 土曜日

語学教室（初級/中級） 毎週火曜日

料理教室 4 ・ 7 ・11月

工作教室 8 月

パソコン教室 隔月日曜日

こころとからだの養生訓講座 11月

新春講演会 1 月

スプリングコンサート 3 月27日

歩こう会 5 月

登ろう会 5 ・ 8 ・12月

七夕まつり 7 月 3 日

フェスタ（文化祭） 10月 8 ・ 9 日

＊これらの年間行事は、すべて「近江堂リージョンセンター」で開催されており、
あらかじめ運営会議で協議し、出演者および出店者への依頼をした上、開催内容を
チラシ/ポスター・HP・広報紙で地区の住民や市民に広報している。各教室・行事
の参加者には、アンケート記載に協力していただき　今後の改善のために役立てて
いる。以下のURLは、リージョンセンターの参考サイトである。

参考サイト：http://www.shimin-plaza.com/plaza/oumido/
http://hasunohiroba.jimdo.com/
http://genki365.net/gnkh17/pub/sheet.php?id=541
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活動の成果

　上記の「活動の概要」「これまでの活動実績」に記述しているように、リージョンセンターで開催
されている行事に参加させていただき、①大学の一般開放日に近隣住民を対象に大学構内を案内さ
せていただき、②大学周辺の教育・医療施設で学生発表会をさせていただいた。
　大学生をはじめ若年層は、市民が利用できる公共スペースにおいて疎遠されがちだったのだが、①
では、ここ最近の大学の取り組みを知ってもらうことで、従来とは違った新しいイメージを持って
もらうことができ、大学や大学生の活動に付加価値を持ってもらえるようになり、②では、学生の
活動と発表の機会をつくることができたことで、発表をみたい地域住民と発表をしたい学生を結び
つけることができ、学生と地域住民との世代間の交流を図ることができた。
　ただし、リージョンセンターで開催されている各教室・行事は年配者を対象とした内容が多く、セ
ンターの利用は、年配者の活動団体の利用率がもっとも多いのが現状である。これと同様に大学構
内でも、さまざまなイベント活動をおこなっているが大学関係者のみの参加であることが多い。リー
ジョンセンターが大学にとってもう一つの学習・研究拠点になり、大学が地域にとってもう一つの
交流拠点になるような取り組みをおこなっていきたい。
今後も学生団体の活動や発表できる機会を増やしていけるように、また、地域住民が参加できる大
学での取り組みを増やしていけるように、継続して周辺地域で地域活動をさせていただきたい。

研究事業に対する地域からの評価

　最近話題になっている大学の学生たちが、地域の行事に参加してくれてとても感謝しています。学
生たちの若い力のおかげ様で、この地域に新しい活気が出てきました。
リージョンセンターを利用する東大阪市在住・在勤・在学の方が、企画運営に関わりはじめたこと
で大学・大学生の取り組みに関心をもって下さる方々が多くなってきました。
地域に住んでいる住民は高齢者が多くなっており、自治会への加入は少なくなり、町内会役員は減
ってきています。そのため自治会や学校の行事内容が物足りなくなっています。一部では住まなく
なった古い長屋をマンションや集合住宅に建て替え、新しい居住者が入ってきているが、その者は
自治会活動をあまりしてくれません。近畿大学生以外の若者も住んでいるが、自治活動をしてくれ
る様子はありません。昔のような活気は私たちだけでは出せないことが分かってきました。大学の
キャンパスで大規模な工事をおこない始めてから、周辺の住宅も建て替えのスピードが速まってい
るように思います。
　ほかの市町村でも事例があるように、大学生たちによる地域参加を社会経験としてだけで終わら
すだけでなく、社会事業として継続できればもっと地域が元気になっていくのではないかと思いま
す。一時的な行事ならば参加していただけるが、日常的な地域活動に学生の支援を求めるには、ま
だまだ課題があるようです。入学前・卒業後にも何らかの形で地域に関わってもらえるような仕組
みはないのでしょうか。
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発表⑧

テーマ名 河内木綿プロジェクト

連　携　先
㈱アイズ石川、NPO法人河内木綿藍染保存会、NPO法人ニッポンバラタナゴ高安
研究会

本事業に関する
問い合わせ 担当者：松浦萌

TEL：080‒3888‒6980
メール：14b0137＠ s.keiho-u.ac.jp

活動の概要

　大学におけるビジネスリーダー育成のためのプログラムであるBLP（Business 
Leader Program）の活動として取り組まれている河内木綿プロジェクトは、地元
八尾市の伝統文化である河内木綿文化を新しい発想で普及させ、世界に発信して八
尾市の活性化に貢献していく事を目標に活動している。
　八尾市の伝統産業である河内木綿を復活させるために、河内木綿プロジェクトで
は、河内木綿の生産、加工、販売に取り組み河内木綿の 6 次産業化を目指してい
る。生産では、大学の敷地内にある畑で河内木綿を有機栽培し、河内木綿の生産と
共に自然環境保護をNPO法人ニッポンバナタナゴ高安研究会と合同で取り組んで
いる。加工では、大学で収穫した河内木綿を全て手作業で行うための糸紡ぎ→機織
り→藍染をNPO法人河内木綿藍染保存会に協力をしてもらい、製品化に向けて取
り組んでいる。また、本学で開催している学園祭や八尾シンポジウム（中小企業家
同友会八尾支部と大阪経済法科大学が主催で、年に一回行われる企業経営に関する
シンポジウム）に出展することで地域の人を対象とした取組や、オープンキャンパ
スで高校生を対象に活動紹介等を行い、河内木綿の認知度向上のための活動をして
いる。販売では、河内木綿や本学オリジナル河内木綿藍染紋様を使用した商品を開
発し、これまでにない新しい伝統品を目指して販売を行っている。現状では、試験
的な販売しか行っていないが、将来的には、八尾市の特産品として販売出来るよう
に取り組んでいきたいと考えている。
　これらの活動を学生が主体となって、地域の方や企業と連携して取り組んでいく
ことでより大きな成果を生み出すことが出来ると考えている。

これまでの
活動実績

　2014年度に、プロジェクトを発足し、河内木綿を現代のニーズに合わせた形にす
るために、河内木綿藍染紋様の考案をし、本学オリジナル紋様を作成した。2015年
度からは活動を本格化し、他の伝統文化継承に取り組む団体への取材や、プレゼン
大会への出場、河内木綿の有機栽培やSNSを活用した広告宣伝活動など幅広い活
動を行ってきた。2016年度は広告宣伝活動や製品の開発、プロジェクト体制の強化
に力を入れ、昨年度の活動内容に加えて、河内木綿プロジェクトオリジナル製品の
開発や、国際交流会の実施、オープンキャンパスでの高校生を対象としたプロジェ
クト活動紹介の実施、ビジネスモデルの考案などを行っている。
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

2016年
2 月 ・  NHK総合テレビ「学校発見バラエティーあほやねん！すきや

ねん！」出演
・八尾シンポジウム出展

3 月 ・八尾市内の小学校にて伝統文化体験実施
・Happy Earth Day Osaka参加

4 月 ・販売用製品開発開始
・読売ライフ掲載

5 月 ・河内木綿有機栽培開始

6 月 ・JICA海外研究員との交流プログラムにて文化紹介

7 月 ・西陣織会館、京都絞り工芸館取材
・はたおり工房取材
・2016全国コットンフェスティバル in阪南取材

8 月 ・夢つむぎ会取材
・藍染実施
・キエフ国立大学学生に対する河内木綿文化体験
・本学のオープンキャンパスにて活動紹介実施

10月 ・プロジェクトオリジナル販売用製品完成
・いきいき八尾環境フェスティバル藍染体験実施

11月 ・経法祭（学園祭）にて製品販売及び藍染体験実施

2 月 ・八尾シンポジウム出展
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プロジェクトに参加している学生

経済学部経営学科 3 年前田修平
経済学部経営学科 3 年松浦萌
経済学部経営学科 3 年松永晃治
経済学部経営学科 2 年笠井樹希
経済学部経営学科 2 年柴田佳祐
経済学部経営学科 2 年牧内信
経済学部経営学科 2 年山口竜樹

活動の成果

2015年12月　経済学部研究発表第一位受賞
2016年 2 月　プロジェクトオリジナル作品完成
　　　 3 月　プロジェクトオリジナル広報用製品完成
　　　 4 月　プロジェクト第 3 期スタート
　　　10月　プロジェクトオリジナル販売用製品完成予定

研究事業に対する地域からの評価

　八尾市長が本学の学園祭に来られ、河内木綿製品を購入してくださるなど、地域の方々からの応
援のお声がけをいただくことも増えた。また、活動を行っていくにつれ、国際交流会の実施や高校
生への文化紹介活動、製品の開発などを依頼される機会が増え、本プロジェクトの活動が認知され
つつあると考える。
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発表⑨

テーマ名 大阪国際大学×京阪百貨店　開業30周年記念コラボ商品開発

連　携　先 株式会社　京阪百貨店　MD統括 ファッション・リビング統括部

本事業に関する
問い合わせ 担当者：細見　好男

TEL：06-6994-1313
メール：

活動の概要

　京阪百貨店開業30周年（平成27年10月）を迎えるにあたり、例年開業日に合わせ
て開催されている「秋の大感謝祭」において、大阪国際大学の学生と京阪百貨店で
ファッション商品のコラボ企画が提案された。
　その提案に対し、担当教員主催の自主ゼミとして平成27年度新入生の中で有志の
学生を募り、学生 6 人（当時）が集まった。商品企画というものに一切触れたこと
がなかった私たちは、担当教員と京阪百貨店守口店社員営業政策部営業企画グルー
プ細見好男さんと私たちのアイディアを形にしていく企画をスタートさせた。
　毎週木曜日、大学の授業終了後にミーティングを重ね、コラボ商品は「帽子」に
決定した。そこからは、教員と社員さんからの指導の下、商品開発の手順を学ん
だ。まず、学生とのコラボ商品ということを活かすために、メンバー全員分の考え
る作りたい帽子のアイディアを出し合った。しかし、そのアイディアは十代の私た
ちが被りたいと思うもので、実際に京阪百貨店で買い物をする世代の40代～80代が
欲しいと思うものではなかった。そこからは、ターゲットをしっかりイメージし

「私たちが思う、その人たちに被ってもらいたい帽子」を芯に置き、様々なアイデ
ィアを出していった。
　そして、私たちが出したアイディアをもとに、大学で学んだマーケティングの方
法を活用したり、メンバー各自で母や祖母への聞き取り調査や帽子の生地選定な
ど、学外での活動も行なっていった。ときには、私たちがイメージしたものと全く
違うサンプルが上がってきたこともあり、人に考えを伝えることはとても難しいこ
となのだと実感させられたりもした。
　こうして、約 6 か月間に 2 種類の帽子を完成させることが出来た。完成した帽子
は、秋の感謝祭で京阪百貨店守口店、樟葉モール店で発売され、利益を出すことも
でき、この企画は成功を収めた。

これまでの
活動実績

　商品開発のミーティンングを重ね、帽子の様々なアイディアを出した。そこで
は、実際にターゲット層へ聞き取り調査を行い「こんな要望があるなんて」と新し
いアイディアを得たり、理想の帽子を自分たちでイラストにして、細かい要望を加
えてみたりした。また、その帽子を被ってどこへ出かけてほしいか「帽子の物語」
を考えたりもした。そのアイディアの中からイメージを明確にし、 2 種類の帽子

（女優帽、キャスケット）を作ることに決定した。女優帽は「お母さん世代に被っ
てほしい特別感あふれる帽子」キャスケットは「髪型が崩れないオシャレでカジュ
アルな帽子」にとなった。それを社員さんに託し、工場への注文行い、出来上がっ
たサンプルの修正を繰り返した。帽子につけるコサージュの生地選定では、生地専
門店まで出向き、細部までこだわった。こうして、帽子を完成させることが出来
き、京阪沿線のチラシの記事に、この企画を掲載してもらえたりもした。
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年間活動計画
（または活動結果）

時　期 内　　容

平成27年
4 月 ・商品企画スタート

　担当教員、社員さん、学生で毎週木曜日18時からミーティン
ングを行う。

5 月 ・ラフ案ＵＰ
　様々なアイディアのもと、出来上がった二種類の帽子「女優
帽」「キャスケット」のイメージを社員さんに提出し、工場へ注
文。

6 月 ・サンプル 1 回目
　「女優帽」のサンプルが出来上がる。「キャスケット」は
デザインが複雑なため次回に。
・修正サンプルＵＰ
　「女優帽」のサンプルの「つば」の長さ、飾りのリボンの太
さ・カラーを本体の帽子に合うように修正。
　付属のコサージュが理想とは違ったため、すべてを一から注
文し直す。

7 月 ・サンプル 2 回目
　「女優帽」と「キャスケット」のサンプルが出来上がる。
・修正サンプルＵＰ
　「女優帽」の本体は納得のいくものになっていたが、コサージ
ュが華やかさに欠けたため、大きさの変更。
　「キャスケット」は納得のいくものであったため完成。
・サンプル 3 回目
　「女優帽」のコサージュも完成。
・発注
　「女優帽」と「キャスケット」を発注。

8 月 ・次回作の提案など
　次回のコラボ商品ではどのようなものが作りたいか、アイデ
ィアを出し合う。

9 月 ・納品
　「女優帽」48個。「キャスケット」24個が京阪百貨店守口店、樟
葉モール店に納品される。

10月 ・発売
　「女優帽」と「キャスケット」が店頭で販売される。
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プロジェクトに参加している学生のリスト（五十音順）

g15017　大串亮太
g15023　王青熒
g15047　杉村采香
g15084　福森結菜

活動の成果（現在進行中のものは、現時点のもので可）

　京阪百貨店とのコラボ商品にて、 2 種類の帽子（女優帽、キャスケット）を企画し、利益を出す
ことに成功した。
　また、この活動を通して自分自身も、グループで一つのモノをつくることの難しさを知った。メ
ンバー全員に責任と必要性があり、一人でも欠けてしまえばそこを埋めるだけ、他のメンバーが動
かなくてはいけないという事を身をもって実感したし、企業と関わるという事は「学生」であって
も「社会人」を意識して、行動しなければならない面があり、大学 1 回生のうちから社会のルール
に触れる貴重な経験となった。
　そして、モノをつくる楽しさも知ることが出来た。自分たちのアイディアが実際のモノになって
いく過程は世界に一つだけの特別な体験であった。企画がスタートしてから徐々にこだわりが生ま
れると、本気で良いモノをつくりたいと思え、熱意は何事にも必要なことなのだと学んだ。
　商品販売時には、私たちの帽子を被ってもらえていることに大きな達成感を得ることが出来た。

研究事業に対する地域からの評価

　本事業は、京阪守口市駅前再開発完了30周年を迎え、同地域内に出店している「京阪百貨店」か
ら記念プロジェクト提案があり、始まった協働プロジェクトである。
　地元企業とのコラボ企画として取組を開始し、本企画以外にも短期大学部学生グループによる「行
楽弁当開発」プロジェクトと共に、本学での取り組みが進められた。
　本取組については、大学の地域連携活動を担当する地域協働センターでは、周年記念プロジェク
トであり、地元企業とのコラボによる地域貢献活動としての意義を認め、協働して活動に関ってい
る。これまで、オープンキャンパスや学内外で行われるイベント等で広く周知に努めており、企画
開発した商品「キャペリンハット」「キャスケット」を本学学生が地元企業とコラボデザインしてい
る事例の紹介を行っている。
　オープンキャンパスや学内外のイベントでの紹介では、本学の活動を広くご理解いただいており、
学生達の自主的な活動を評価してもらっている。
　また、地元商工会議所でも、管内企業とのコラボ企画実現（地元の代表的企業とのコラボ）を歓
迎されており、併せて本学の産学連携活動に対する期待を表明されている。
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当日の風景
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広報用チラシ（参考）
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地域連携　学生フォーラム　in 大阪　2016
参加者アンケート　集計結果（74回答）

3 ．特に関心をもった内容（ 3つまで選択）
①泉佐野市の訪日外国人誘客促進のための取り組み 30
②関西大学と池田市との連携協定に基づいた商店街活性化・にぎわい創出事業 24
③体験学習法を基盤にした地域連携活動KU cafe at 扇ヶ浜ビーチ 25
④地域がつながる場づくり 18
⑤泉州RUSHプロジェクト＆熊取町連携～地域プロモーションバスツアー事業～ 21
⑥大阪環状線改造プロジェクト「桃谷アートミュージアム」 36
⑦地域のコミュニティー拠点における大学生の地域参加 1
⑧河内木綿プロジェクト 14
⑨大阪国際大学×京阪百貨店　開業30周年記念コラボ商品開発 16

1 ．所属先について
1 ．大学教職員 5
2 ．学生 62
3 ．自治体関係者 0
4 ．その他 2
5 ．無回答 5

合計 74

4 ．その他
連携先企業より 2 名

1
7%

2
84%

3
0%

4
2%

5
7%

1  
3% 

2
7% 
 

3
 

52% 

5

4
%

HP  
1% 

6  
7% 

2 ．このイベントを知ったきっかけ
1 ．チラシを見て 2
2 ．大学での周知で 5
3 ．担当教員からの紹介で 37
4 ．発表関係者からの紹介で 21
5 ．大学コンソーシアム大阪のHPで 1
6 ．その他 5
7 ．無回答 3

合計 74

その他
・昨年も参加したため　・二度目の参加
・先輩に誘われて　　　・昨年からの引き続き
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4 ．今後の研究や地域連携の取り組みの参考になったか
1 ．とても参考になった 32
2 ．参考になった 37
3 ．あまり参考にならなかった 0
4 ．その他 0
5 ．無回答 5

合計 74

1

43%

2

37
50%

3

0%

4
0%

5
7%

5 ．イベントの継続について
1 ．毎年続けてほしい 63
2 ．テーマや場所、時期を変えて続けてほしい 5
3 ．あまり続けてほしいと思わない 2
4 ．その他 0
5 ．無回答 4

合計 74

2 ．テーマや場所を変えて
・  学生のフォーラムなので、駅に近くわかりやすいとこ

ろで開催してほしいです。
・  1 月や 2 月など、昨年の活動について説明できる時

期。(新鮮なうちに）
・春休みにも色々なものをやっていると思ったから。
・  もっと多くの大学がかかわるテーマがいい。工学など

理系の人たちと産学連携につても知りたい。
・  地域の連携先の人っちもいらっしゃって話を聞き、意

見交換ができればよいです。

1

85%

2

7%

3

3%

4
0%

5
5%
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フォーラムの感想や意見
○感想
地域にとってどんなことをしていくと活性化するかというヒントがたくさんあった。ニーズにこたえていく
ために、それぞれがとりくんでいることが知れてよかった。
他大学の様々な活動が知れてよかった。発表方法にも個性があり、楽しむことができた。
自分達がしてきた地域連携と場所は異なっているけれど、方法やアイデアなど、また参加する時に参考にな
るような事が聞けたので良かったです。
他の大学がどのような活動をしているかがわかり、毎回活動の規模の大きさや発表の完成度に驚かされるば
かりなので、私たちももっと成長していこうという意欲がわきます。
他の方の地域連携を知ることができて良かったです。自分たちと似ている点、違う点があったので参考にし
たいと思います。
数々の地域連携の方法や考え方を知ることができたよい機会でした。プレゼンテーションの場で発表する力
も得ることができたこともよかったです。
他大学の取り組みについて知ることができ、たくさんの学びを得ることができ、刺激をもらうことができま
した。
いろいろな研究や地域連携の取り組みを学び、参考になりました。
色々な大学の研究を通して、勉強になりました。
自分たちの活動を発表するだけでなく、人の話、発表を聞けて参考になる部分がたくさんありました。
いろいろな大学の取り組みを知るいい機会になり、様々な気づきがあった。
学生のチームで協力することや、プレゼンの練習になったりと、社会へ出る前の良い取り組みになると思い
ました。内容をみて、過程で学生が学んできたことがよくわかるし、良い。
このイベントがあったことで、自分たちは調べたり、考えたりしたのでわかるのですが、発表するので相手
にわかりやすく、また見やすく説明をするのに皆で協力することができたので、良い思い出になりました。
色んな大学が違う研究をしていておもしろかった。
他の大学がどのような取り組みを行っているのかを知ることができたので、今後自分たちにもこのような取
り組みをしていきたいと思う！
色々な大学が様々なプロジェクトに取り組んでいると聞いて、とても驚きました。
勉強になりました。
学生が自分たちの活動を振り返る良い機会だと思う。
他大学の事業を知ることはあまりないので、同じようなことをやっているグループもあれば違ったグループ
もあって、いろんな考えがあって色んな刺激が受けれてよかったです。
全然違う形の地域連携があるのだなと感じた。
自分たちの行う地域活性とは別の方向から地域を盛り上げる団体を見て、とても参考になった。
昨年に引き続き参加させていただき、ありがとうございました。様々な地域連携の形があっておもしろいで
す。
様々な大学の地域とかかわる活動がたくさんあって、とてもおもしろかった。今後の地域連携の参考にして
いきたい。
様々な都市が大学と協力し、自分たちの町をどうにかしようという思いで動いていることが解って良かった。
もっと他にも学生たちの活動はたくさんあると思うので知りたい。
自分（自分のゼミ）が行っていること以外、他の大学がどんな活動をしているかというのは今まで全く知ら
なかったので、それを知る機会になってとてもよかった。また、大学のプレゼンということで、自分もこん
なことができるようになりたいと思った。
自治体、企業と連携しているところが多く、自分たちとはまた異なる関わり方を知ることができた。
来年もどんなものがあるか楽しみ。
2 年間参加させていただき、ありがとうございました。
昨年に引き続き参加させていただきましたが、昨年よりもパワーアップされていて、私たちも更に頑張らな
いとなという気持ちになりました。
様々な大学の発表を聴いて、工夫されているスライドや話し方を学ぶことができた。また、企画しているこ
とに関して、何をしなければいけないのかも知ることができた。
プレゼンの技術。活動で意識できていない部分に目を向けることができた。改めて自分の活動がどういうも
のなのか、考えるきっかけになったのが良かった。
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発表内容だけでなく、伝わりやすい話し方、興味を引くプレゼン資料などについても考えることができ、と
てもいい機会になった。
様々な観点から地域連携を行っている団体があることを知れてよかったです。

○意見等
もっと発表形態を工夫することで（聞いている側がもっと参加できるような形）、より良いイベントになるの
ではないかと思いました。学外の人がどんな地域連携をしているのか知れて良かったです。
・他大学の取り組み発表を知ることで、今後の自分達の取り組みに活かしていきたいと思った。
学生が主体で展開する。
・  継続性のある企画と新規の企画をセッションとして分けるべきと思う。（ 5 年目、10年目のプロジェクトと

はじめてのプロジェクトの違いがあると思う。）
・コンテストではない形もよいが、審査形式で評価するのも良いのではないか。
やはり、バラつき、レベルの差はある。優勝、準優勝を設けて、やる気を向上してほしい。
大変参考になりました。行政との関わり方と行政へのPR。
普段、他大学との取り組みを知る機会はなかなかないため、大変貴重な場に参加できてよかったと感じる。質
疑応答も活発で、自分たちだけでは得られない視点をいただけたと感じ、非常に意義のある場であった。運
営、司会、広報なども完全に学生の手でできればよりよいのではと感じる。
色々な大学が集まり、自分の企画を発表しあうことで、長所を自分に取り入れることで相乗効果が期待でき
るかと思う。
近畿だけでなく、遠方の大学の方々にも参加してほしい。
大阪府内だけでなく、他県の大学の意見も聞いてみたいです。
大阪だけでなく、関西の大学から話を聞きたい。
地域活動だけでなく、他の大学の人がどのような活動をしているのか発表の場を設けていただきたいのと、誰
でも入場できるような環境を作ってほしい。
時間の使い方を考えた方が良くなるのではと思う。
もっとこのような発表できる場をアピールすると、他の学校も参加でき、知らないことを知ることができる
ので、知ってもらいたいです。
更に多くの大学にアプローチして、もっと様々な大学の人達の活動が知りたいなと思います。
参加した大学同士で新たな地域連携ができればよいと思う。
発表の機会により、自分たちの団体の再確認、また他団体のノウハウの発見
このフォーラムから新たなつながりが生まれるとすごく楽しいのではないかと思います。
各々の地域連携が広まり、大阪全体から近畿全体へそして日本が良い国になれば良いと思った。
地域活性化に向けた情報発信
他の大学の学生ともっと関わる機会がほしい。教育についてなど、同学部だけで考えるのは狭いと思うので、
もっとオープンな会場がほしい。
今後も各大学のヨコのつながりを深められるイベントを企画していただきたいです。また、もっと広く学生
が気軽に参加できる形であるとなお良いものになるのではないかと考えます。
もっと大学で声をかけていくべきだと思います。
大学生の主体性を育むよい活動だと思います。そうした活動の情報交流を実現できる場として継続的に実施
してほしい。
来年はもっと多くの団体が集まること。

○大学コンソーシアム大阪への意見
大学コンソーシアム京都の活動レベルに追いつくための体制の充実。
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①泉佐野市の訪日外国人誘客促進のための取り組み
ARという考えはこれから電子端末が普及していくなか、よい効果があると思う。
犬鳴山のことが詳しく調べられていてよかったです。ARがすごいアイデアだと思い、また今度行ってみよう
と思った。
ARという技術を使いながらも、ニーズに合わせた形にすることは素晴らしいと思いました。
ARが活躍してほしいため。
関空にもっとPRすると次につながると感じます。
APを地図にうめこんですごい。
近年、関西観光が大人気で、訪日外国人も多く、訪日外国人のために英語でマップを作ったり、また日本人
のためにARで日本語も使った。それが素晴らしいと思う。
ARの技術が面白いと思います。今訪日外国人が多いという背景え、外国人をメインターゲットするのももの
すごくいいと思います。
ARというものを初めて知って、紙面に動画が映るのがスゴいと思った。
ARの地図をつかったのを見たことがなかったので、とても印象に残りました。
ARの取り組みに期待
ARの活用
ARという技術を利用していてすごいと思った。
地図にARを取り入れるのがとても魅力的だった！
学生主体で進んでいるのがよくわかった。
現代のニーズを上手く利用していたから。
ARというとてもハイテクなものを使用されていて、今の時代にそっているなと感心しました。私もあのマッ
プを使って、あのルートを歩きたい。
これからも増加すると思われる訪日外国人にスポットを当てていたから。
関連ある地域
ARという技術を使った地域活性化に興味をもった。
ARという最新のツールを使い、挑戦していたため。
AR技術に目をつけるのが興味深く、東京では位置情報と連動して、江戸時代の地図の上に自分の現在地が表
示されるというアプリがあるらしく、そういったのとコラボできればおもしろいと思う。
ARという存在を初めて知ったため
製造（ものづくり）と観光の関わりに挑戦
ただのマップではなく、ARを使ったマップがとても新しい発想だと思った。
手本に実際のマップがあり、これから犬鳴山に訪日外国人が増加するのか興味が持てた。
訪日外国人にわかりやすいよう、MAPを作ったりアプリで動画が見れたりして、面白いと思ったから。
最新の技術を取り入れて、パンフレットをつくっている点。スマホが普及しているからこそできることを取
り入れている点。
外に発信していくという面ではまだまだ課題も多いと感じたが、最新の技術を取り入れている点が注目をひ
きやすくおもしろいと感じた。
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②関西大学と池田市との連携協定に基づいた商店街活性化・にぎわい創出事業
地域連携と共に、学生同士の連携（他大学）などの要素も盛り込まれており、地域にも学生にもメリットが
あると感じたため。
ゼミが発祥といえども、（現在は）学生有志で活動していること。
ゼミではなく、個人で活動しているということろがすごいと感じた。
ゼミ単位で活動を行っていないところがすごいと思った。
子ども預かりサービスなど、興味のある内容でした。
関大、関学の将来へと活動をつなげてほしい。
池田市の行政と関わって活動している。

「池炭バーガー」を初めて知り、チキンラーメンを使っていると書いているので、食べてみたいと思ったから
です。
池田市の商店街をよく知っていて、期待
行政とのつながり
おもしろい活動をしている
プレゼンが良かった。
イベントがとても楽しそうで私も参加したいと思えたから。
行政や地域の方との協力がしっかりとされている感じががして、参考になる点がたくさんあったから。
寂しくなった街を、人を活性化させたいという思いとニーズに合わせて他方面への活動があった。自分たち
の活動と少し重なるところもあり、興味をもった。
商店街の一角を利用して、年間を通して活動を行っていることに魅力を感じたから。

（商店街だけでなく）、もう少し工夫をすれば、池田市をPRする方法があると思ったから。
ゼミなどの活動ではなく、自主的に集まった学生たちで活動をしていることがすごいと思った。
ゼミ活動ではなく、自分たちが作った団体での活動であること、また 2 つの大学のコラボであることに関心
を持った。
自主的に活動している団体であり、B級グルメ大会優勝をした池炭バーガーや町の人との連携がよかった。
充実した活動内容。なぜ両大学がコラボしているのか。
学生の主体性が大きい、大きすぎると感じた。それだけに負担も大きいだろうし、どんな苦労があるかなど、
もっと聞きたかった。
複数の大学によるにぎわい事業なので
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③体験学習法を基盤にした地域連携活動KU cafe at 扇ヶ浜ビーチ
楽しみながら成長しているというのがすごく伝わる。
発表者、ゼミの雰囲気、「らしさ」が出ていた。感じることができて良かった。
体験学習を通じて、組織論を学び、自ら「活性化」のサイクルを見つけ出していることに感心した。
学生ならではの発想で、学生にしかできない活動を行っているところがよかった。楽しそうだった（活動内
容が）。
発表を通じて、自ら体験することの楽しさが伝わってきた。
発表がわかりやすく、やっている内容もおもしろかった。体験学習法がCaféの売り上げにつながっているこ
とがわかった。
学生が運営している。
ゼミの仲間の思い出づくりがメインのように見え、聞こえたのですが、どのような海の家で、他との違いな
どをもっと詳しく知りたいと思ったからです。
楽しむことを重視していたので、すごく楽しそうだった
Twitter、Facebookを活用していると聞いたから
元気だった。
マイクを使わずのプレゼンテーションや映像がとても良かった。
外の絆も中の絆も大事にしている姿勢に感動したから。
メンバーの仲が良く、協調性が見受けられたから。
とても活動的で様々な活動を企画し、実行していたから。
前年よりも伸びた売上がメンバー全員の団結だと感じた。
大きな大学ならではの取り組みとして面白い。
体験学習法を基盤にした地域との連携活動がとてもおもしろいと思った。
様々な体験を体験学習というシステムを生かしながら行っていたところが良かった。
積極的な活動、学生動員数
元気があった
体験をキーワードとした取り組みの内容やその成果がわかりやすく、チームとしての一体感と勢いを感じる
ことができたため。
みなさんの仲の良さが実際に活動に結びついているということがよくわかりました。
ただ地域のためだけでなく、活動している例が楽しめる場が多く、考えられていると感じた。
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④地域がつながる場づくり
八尾市と一体になって地域を盛り上げていてすごいと思いました。
・地域とのつながりでイベントをしていると点で連携内容が似ている。
・今後協力できそうな内容です。
私たちが行っている活動へのヒントとなった。
わかりやすく、地域との連携に力を入れていることがよくわかりました。楽しそう！

「はちのじ」の人達は、ほとんどが八尾出身ではないと言っていたので、たくさん考えたと思うので、フェス
ティバルなどにも出ていて、見てみたいと思ったからです。
八尾市との連携で大きなイベントを毎回しているのには興味がわき、行ってみたいと思った。
ハンドアウト、スライドの見せ方に統一感があり、見やすかった。自治・民間企業を巻き込んでの事業だっ
た。
まず、八尾の良さに気づいてもらおうと、その地域の人々としっかり交流しているのがいいなと思いました。
地域連携のポイントもわかりやすかったです。
1 つのイベントから派生させて「自分たちにできることは何か？」を考えた活動を行っていることに魅力を
感じたから。
我々の団体と似ている部分が多く、参考になった。
発信、企画、準備、体験はサイクルになっていないと感じたので、一回の活動だけでなく、他のことにも活
用してほしい。
八尾をどうにかしたいという熱意、思いを抱いて、同じ志向の人々と協力しているところが良かった。
充実した活動内容。見やすいPPT（よくまとまっている）
同じ大学の学生活動なので。
地域とのつながりを強く感じ、学生も学ぶことが多いと思いました。
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⑤泉州RUSHプロジェクト＆熊取町連携～地域プロモーションバスツアー事業～
バスツアーは現在いろいろなものがあるが、移住を勧めるためのものは斬新でおもしろいと思う。街として
もその街を気に入った人も双方が良い関係になる。
過疎化が進むなかで、こういった事業はいいと思った。
テレビにもうつって活動内容がよくわかり、興味深かった。
泉州地域に住んでいるので、もっともっと他の人にたくさんの良いところを知ってほしいと思ったから。
バスツアーの企画
継続の力
活動期間が長いメリットがあった。
地域に呼び込む方法として、観光バスで呼び込んでいたり、これから他の地域でも活用できればいい活動だ
と思ったから。
観光学部らしいツアーをたくさん考えられていて、私たちにはできないことをしていてすごいなと思いまし
た。都会の田舎をテーマにしているのもいいなと思いました。
大阪のイメージは真逆の町に対して大阪人に発信していくのは魅力的だと思う。
魅力があるのに、過疎化が進んでいる地域にフォーカスをあて、特に移住を考えやすい小さい子どもがいる
家族向けにPRしているのが良いと感じたから。
関連ある地域
キャンパスが泉州にあるため。
キャンパスも今自分が住んでいるところも泉州（堺市）のため。
ツアーを通じて地域とどのような利点があったか、またなぜこの場所を選んだのかを知りたい。ツアーの様
子だと自己満足になる。
私の地元が泉州にあるので、このプロジェクトに共感がもてました。
学生の企画するツアーと行政の要望（移住促進）が一致している点が面白い。
学生がここまでするのかと驚かされた。様々な市へ応用できる事例なのではと感じた。
地域の住みたくなる街を見直すとても良い取り組みだと感じた。私も参加したくなりました。
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⑥大阪環状線改造プロジェクト「桃谷アートミュージアム」
JR西日本という誰もが知っていて影響力のある企業と協力することや桃谷美人などの企画も親しみやすく、
ゆるキャラも有効に使っていて、もっと大きくなるものと思ったから。
駅を中心に街の活性化をねらいにしていてオモシロイと思った。各大学、最寄り駅があると思うので最寄り
駅から地域活性化ができるのではと思った。
桃谷を活性させるということで、ポスターをつくり、桃谷の人をモデルにしていたこと、見返り美人や活動
美人など面白いジャンルで桃谷の人々の魅力を伝えていた。
ポスターが魅力的だった。
発表がまずわかりやすい。また課題に対しての取り組みがおもしろい興味深いと感じた。
電車に乗る人の目にもとまるものの製作ということで、責任感がすごそうな活動だからすごいと感じた。
学生の得意分野での企業とのコラボレーションで地域と一緒にというのを強く感じ、すごいと思った。
ポスターのクオリティがすごく、驚いた。自分もコリアンタウンに行くときの通路にしていたので、もっと
注意していきたいです。
企画の立案法に興味をもったため
大阪環状線が確かにわかりにくく、駅の中が迷路のようで、日本で 3 年間住んでいるけどわかりにくい。そ
の構造がもっと便利にわかりやすくなると思う。
環状線は乗りますが、反対の線に乗ることがほとんどなので降りてみたいと思ったからです。
ウグイス嬢のように通った声。ポスターがとてもすごく考えられていた！
プレゼンテーションの発声はとても聞き取りやすく、良いプレゼンだと感じました。
アートの視点でとても刺激を受けたから。
自分たちに得意分野を生かしてプロジェクトが行われていたから。
JR西日本という大きい会社と地域連携をしていたから。コンセプトがしっかりしていて活動の影響は大きそ
う。
普段私も含め、多くの人が使うところにフォーカスがあてられていた。 1 つの事業に対し、いくつものセッ
ションに分かれ、それぞれに特徴を持った工夫がなされていた。
JRと連携していることがすごいなと思いました。そしていくつもの企画を考えて、とてもかわいらしいもの
ばかりでにぎやかになるなと感じました。
自分にはない能力で人へ地域の魅力を伝えているので興味をもった。
自分達の専攻分野を活かした地域連携であったと思ったから。
まちの人の魅力も同時に伝えられるポスターが素敵だと思ったから。
その学部だからこそ特徴を強く感じた
店主をキャラクター化しての宣伝、またそれに関するマップなど広報についてとても参考になれたため。
3 月のセレモニーが終わってから何もしていないのか。JRの利用が増減したのか。ポスターはどうやって広
告したのか。わからないのにどんな目的？
経済学部にはないデザインの分野はとても魅力的だと感じたから。
デザインや企画などがとてもおもしろいと感じた。
桃谷アートミュージアムは芸術専攻とのコラボができている。
まずは、はきはきしていて聞きやすかった。環状線は自分もよく使用し、身近な話題だったので興味があっ
た。
充実した活動内容。芸術学部らしい、大学生らしい発想。
桃谷アートミュージアムを見せてもらったことがあったが、あのようにしていたのかとわかった。桃谷駅以
外の駅でもしてほしいと思う。
とても目のひかれるデザインで、歩いている人も立ち止まるようなもので、地域活性につながると感じた。
取り組みの経緯や成果物の発表が非常にわかりやすく、地球の人をキャラクター化する取り組みはとてもユ
ニークで印象に残ったため。
実際にグループにわかれて独自のテーマをもって活動していることがわかり、視覚的にもおもしろかったで
す。
芸術の技術と街の雰囲気を盛り上げる目的がうまく合わさったプロジェクトだと感じた。
アートを使って駅周辺を盛り上げようというのがおもしろいと思った。また、その商店街の人をキャラクター
化するという発想が素敵だと感じた。
桃谷を詳しく調べており、おもしろかった。大学の色が出ていた。
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⑦地域のコミュニティー拠点における大学生の地域参加
短期間の活動ではあったが、中身は面白い。
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⑧河内木綿プロジェクト
昨年よりも進歩が形として見られたのは素晴らしいと思いました。
一から木綿をつくり、そこでも大変なことや身についたことがたくさんあると思うのですが、その後に染め
たり、プレゼン、取材などメンバーが主に行っているとプレゼンを聞いて思ったので、このような商品が増
えれば良いなと思ったからです。
実績にとても感動した。
同じ八尾市で活動する団体として興味があったから。
昨年も発表を聞いていて、今年作った製品（名刺ケース）を実際に見れ、事業の進歩が伺えたこと。質問に
対する受け応えがはきはきしていて、これも自身の努力の結果だと見えたこと。
取り組みの中での成長を感じられたから。
実際に地域の人々とかかわる機会が少ないと感じた。もう少し自分たち目線よりも地域の人目線に立つべき
だと感じたため。
成長するという点。 6 次産業に興味を持った。

「 6 次産業」の意味に感動した。
地域との連携が少なすぎるのでは。会社よりももっと学生らしさがあった方がいいのでは。
充実した活動内容。自己完結型で自主性あり。
6 次産業化までするのはスゴイ
地域産業の活性化に寄与する活動を実施していることがすばらしい。
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⑨大阪国際大学×京阪百貨店　開業30周年記念コラボ商品開発
一から企画し、成功につながったのはすごいことだと思った。
大学学生生活の早い段階から開発に取り組んでいること。
色々な方向から地域と繋がれる。衰退している地域へ行くことだけが地域連携ではないと学んだ。
自分が守口市に住んでいるため
企業とのコラボで商品企画に行っていて、ターゲットもしぼってニーズを確認し、連携できていたから。自
分たちの意見もこだわりをもっておしていた。
多くの調査をしたうえで、キャスケット、女優帽に決定したのだと苦労が伝わってきました。この帽子、ほ
しいなと思いました。
何回も業者と話し合い、長期にわたる連携であったから。
自分たちと似ているような活動をされていたから。
私自身、製品開発を行っているので、とても興味深かった。
実際に商品を販売している点。
商売が好きだから。
客層の調査から始め、そのニーズのことを考えて行うことが重要だと気づかされました。
実際にマーケティングから販売まで実現化したことがすばらしい。
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